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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明
良く
なっている

○ ○ ○

やや良く
なっている

商店街（代表
者）

販売量の動き ・３か月前は天候不順で夏物処分セールが不振、ま
た、観光客の動きも悪かったが、今月は大きくマイナ
スに働く要因がないため、３か月前からの伸率はやや
良い。

商店街（代表
者）

単価の動き ・今月前半の出だしは遅かったものの、防寒物がよう
やく中期以降に動きだし、全体的に単価の高い商品が
売上の主力となっている。

家電量販店（店
長）

販売量の動き ・売上が３か月連続で前年の金額をクリアするなど、
現状の競合状況を考えれば健闘していると思われる。

タクシー運転手 来客数の動き ・今月は例年より寒かったせいもあり、タクシーの利
用が、電話での注文、流しでの利用ともに若干ではあ
るが、前年同月より増加している。

タクシー運転手 お客様の様子 ・先月ごろから前年比でプラスに転じ、今月もプラス
で推移しているなど、市内業界は全体的に上向き傾向
になっている。

美容室（経営
者）

お客様の様子 ・以前よりも、客がお勧め商品に興味を示すようにな
り、商品説明をすると買っていく客が多くなってき
た。

変わらない 商店街（代表
者）

販売量の動き ・客の財布のひもが固く、なかなか買物をするという
心境にはならない。

一般小売店［土
産］（店員）

来客数の動き ・団体の観光客数は前年より２％ほど増えているが、
売上が95％前後で推移しており、客は土産をあまり買
わなくなっている。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・平日は全く商高として目立つ動きはなかったが、今
月はプロ野球優勝セール、社員販売会等のイベントを
数多く行っており、こうしたイベントの時の買上が非
常に大きく、全体としてはあまり変化はみられない。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・ポイントカードの導入など、販促を強化した結果、
客数は前年並みに回復したが、依然として販売点数や
単価の落ち込みが止まらず、全体的には変わらない。

衣料品専門店
（店長）

単価の動き ・先月同様にプライス設定を高くして、品質をあげた
効果が出ているが、全体としては変わらない。

衣料品専門店
（店員）

単価の動き ・気温が低下したため、ブルゾンコートが動いている
が、まだ単価の高いウール製の商品よりも、単価の低
いコットンが中心に動いているため、思った通りの売
上とはなっていない。ただし、販売量としてはそれほ
ど売れてなくはないという状況であり、全体としては
変わらない。

家電量販店（店
長）

お客様の様子 ・競合する他店ではチラシを打込むなど、各店とも売
出しを実施しているが、週末もそれほど売上があがっ
ていない。また、客の来店数は前年に比べて若干減っ
ているうえ、今月は大物商品が買い控えの状態となっ
ている。特にパソコンは前年に比べて、大幅に減少し
ている。

家電量販店（店
員）

単価の動き ・テレビの単価がやや上昇しているほか、AV商品の動
きが良くなってきたが、全体としては変わらない。

住関連専門店
（営業担当）

お客様の様子 ・気温が例年より低く、初雪が早かったが、季節商
材、特に防寒衣料品等は買い方が慎重で売上上昇につ
ながっていない。また、雪が早く降った割には、雪関
連商品は売上に結びついていない。

その他専門店
［医薬品］（経
営者）

単価の動き ・商品購入の際に、大容量品を選択する客はおよそ２
割程度で、大体は小容量品に手を出しているように、
目的品しか購入しない客が増えている。また、単価が
低下している。

高級レストラン
（スタッフ）

お客様の様子 ・ディナーは客数、売上とも前年よりアップし、フル
コース客が少し回復した。しかし、個室利用が前年の
半分程度となり、しばらく続いていた団体需要が切れ
たため、全体では変わらない。

観光型ホテル
（スタッフ）

単価の動き ・宿泊単価は相変わらず低位に推移しているが、付帯
収入は若干増加している。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・今月は来客数が低調で、販売量の動きが悪く、かつ
低価格志向である。

家計
動向
関連



分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・客単価が低く、依然として慎重な買物と、当面必要
な物しか購入しない傾向が続いている。特にセールを
行っても来店客数の割には売上があがらないというの
が現状である。

スーパー（店
長）

競争相手の様子 ・同業者の新規出店、改装等による競争店の影響があ
る。

スーパー（企画
担当）

お客様の様子 ・個別商品の販売動向は天候や相場、社会問題の動向
等の影響を受けながら、好不調の二極分化的な動きが
進んでいるが、全体的には単価の低下が続いており、
高価格帯の商品の動きがあまり良くない。

衣料品専門店
（店長）

お客様の様子 ・客が商品を買う時の決め方が非常に遅くなってお
り、店の催事などをみても、決して良くはなっていな
い。また、来客数も落ち込んでいる。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・一般家庭の収入が少なくなってきているため、自動
車のような買物の代替サイクルが長くなってきてい
る。

住関連専門店
（従業員）

お客様の様子 ・買物に節約している様子がうかがえる。

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（経営
者）

お客様の様子 ・官公庁の賃金カット、民間企業のリストラなどの影
響により、消費意欲が衰退している。

高級レストラン
（スタッフ）

単価の動き ・格安の催物の反響が大きく、単品メニューではな
く、お得なセットメニューの注文が多くなっているな
ど、客単価が低下している。

観光型ホテル
（経営者）

単価の動き ・来客数はそこそこであるが、道外団体客の宿泊単価
は底がみえないなど、とにかく単価は低水準である。
付帯収入も伸び悩み、不況感というよりも、賢い庶民
の手堅いデフレ対策がうかがわれる。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・バリ島の爆破テロ以降、熟年層を中心に海外旅行需
要が冷え込み、温泉旅行など近場での旅行にシフトし
ている。

旅行代理店（従
業員）

来客数の動き ・前年は米国における同時多発テロの影響があり、国
内が急激な伸びであったが、前年の勢いはなく、前年
と比べて横ばいとなっている。海外は低額商品傾向は

旅行代理店（従
業員）

来客数の動き ・今月中旬から来店客数の減少が気になりだした。イ
ラク情勢が混沌としており、武力行使に発展すれば海
外旅行は、更にダメージを受ける。

タクシー運転手 来客数の動き ・観光客の入込の実績が対前年比でマイナスになって
いるという状況もあり、タクシー利用者の１人当たり
の利用金額が少なくなっている。市内観光について
も、バスやレンタカーを利用する人が増えているた
め、タクシーを使って市内観光する人が減少している
という現状である。

通信会社（企画
担当）

販売量の動き ・携帯電話市場に飽和感がある。また、企業はより一
層の経費削減を意図しており、最もやり玉になってい
るのが通信費である。

その他レジャー
施設（職員）

来客数の動き ・前年も冬期には観光客・イベント数の減少に伴い、
売上、来店客数が著しく減ったが、開業景気が続いて
いた前年同月と比較すると、今年は１か月ほどその時
期が早い。

設計事務所（所
長）

お客様の様子 ・例年ならば、来春に向けた話が出てくる頃だが、今
年は動きが鈍い。金融政策の混乱の影響か、個人も企
業も様子をうかがっているようである。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・長期的な将来の不安から大きな借入れ等は控えるよ
うな動きになっている。

住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・販売量の動き、客の動きなど、全てにおいて状況が
悪くなっている。

悪く
なっている

商店街（代表
者）

競争相手の様子 ・廃店、倒産、リストラにより職場を失う人が多いな
か、日常生活に不況感が一段と強まっており、客は無
駄なお金を使わない。最小限にて我慢比べという状況
となっている。

百貨店（売場主
任）

来客数の動き ・防寒商品、特にコート、ブーツ関連の動きが悪い。



分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明
スーパー（店
長）

来客数の動き ・今月に入り、全館での客数は前年比90％程度と悪化
状況にある。前月は、前年比をやや下回る程度であ
り、落ち込みが大きい。また、商品単価も下げ止まり
がきかず、前年比をやや下回って推移している。社内
では、政策的に低単価商品の拡販を実施しているが、
客一人当たりの買上点数が増加せず、結果的に客単価
の下落となっている。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・先月、今月と客数が減っている。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・給料日前後以外、客の動きが非常に鈍くなってい
る。

住関連専門店
（経営者）

来客数の動き ・今年の前半は、客数については変動がそれほどでも
なく、客単価が低下していたのだが、後半に入り、客
数までもが減少してきている。

高級レストラン
（経営者）

来客数の動き ・開店以来、商売を40年ほど行っているが、今年ほど
売上が落ち込んだ年はない。完全に消費が落ち込んで
いるということが非常に察せられる。

高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・宿泊部門は格安ビジネスホテルの台頭により、客の
奪い合いが続いていることに加えて、観光客の流入が
減少しており、安く販売しても客の戻りがないような
状態である。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・今月に市長選挙があったが、それにしても飲食店街
に出てくる客の人数は本当に減った。25年間商売して
いるが、こんなことは初めてである。

スナック（経営
者）

お客様の様子 ・全てが悪い状況ではないが、周りが不景気な話ばか
りで目立つようなことができず、繁華街に出ることも
できないという客の話がある。

タクシー運転手 来客数の動き タクシーを利用する客の数が毎月減少していると同時
に、観光客の入込、街のイベント等の回数が少なく、
タクシーを利用する客が激減している。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

通信業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・最近２か月間と比較して、問い合わせと販売量が増
加傾向である。ただし、価格帯としては依然として低
価格が中心となっている。

変わらない 食料品製造業
（団体役員）

受注量や販売量
の動き

・年末需要期に向けての受注量の増加が見込める状況
にはない。原料の不漁によって価格が高騰しており、
販売価格への転嫁が微少な額しかできない。また、業
界企業における雇用環境も企業経営の悪化から、パー
ト雇用すら厳しい状況にある。

家具製造業（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・引き続き、高級品に底堅い動きが続いているが、全
体としては変わらない。

出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・受注価格は先に発注側の支払指示額があり、受注側
のコストは二の次である。

輸送業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・受注量などは依然として低く、３か月前と変わらな
い。

金融業（企画担
当）

それ以外 ・設備資金の需要は少ない。遊休不動産の処分、借入
金の返済など経営のスリム化を図る企業が多い。

やや悪く
なっている

食料品製造業
（社員）

受注価格や販売
価格の動き

・低価格商品に消費者の対応は冷ややかになってい
る。安いことに対する考え方に、インパクトがなく
なっている。

輸送業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・内需の低迷により、一部輸出に転換している。

その他サービス
業［システムハ
ウス］（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・メーカーからの受注量が減少している。メーカーは
外注費を削減するために自社内での消化を検討し、子
会社に対しても強い圧力をかける。我々のような下請
け中心の中小企業としては、生残りをかけて受注努力
はしているが限界がある。突然作業の中止を通告され
るケースも出てきている。

その他サービス
業［建設機械
リース］（営業
担当）

それ以外 ・引き合い先の与信審査が非常に厳しい状況であり、
１つの案件について回答をもらうためにとても時間が
かかり、そのための保全策についても必要になってい
る。

その他非製造業
［機械卸売］
（従業員）

取引先の様子 ・鉄骨加工業および関連鉄鋼業の仕事量は少なく、札
幌地区で２件の倒産が発生した。受注単価が是正され
ない限り、まだ心配がある。

企業
動向
関連
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悪く
なっている

輸送業（支店
長）

受注量や販売量
の動き

・受注金額の高い安いではなく、物件自体が非常に少
なくなっている。道内金融機関の経営問題もあり、与
信不安が更に進行している。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

求人情報誌製作
会社（編集者）

雇用形態の様子 ・年末年始にかかわる正社員転職者が増加してきてい
るのと，潜在的な転職希望者がこの時期のU・Iターン
対象になってきている。

変わらない 求人情報誌製作
会社（編集者）

雇用形態の様子 ・総求人件数の７割がパート・アルバイトで占めら
れ、正社員は２割を下回っている。人件費削減の手法
としてパート・アルバイトへシフトしており、景気が
上向きになるとは判断できない。

新聞社［求人広
告］（担当者）

周辺企業の様子 ・デパートなどの流通関係に押上げられる形で、やや
底を打った感はあるが、まだ不安定で予断の許さない
状況である。

職業安定所（職
員）

周辺企業の様子 ・倒産・リストラによる離職者が依然として後を絶た
ない状況にある。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・有効求人倍率は前年と同水準で推移している。

やや悪く
なっている

○ ○ ○

悪く
なっている

人材派遣会社
（社員）

求職者数の動き ・求人企業に応募をしても、書類選考で不採用になる
など、なかなか面接まで至らず、就職活動に疲れがみ
えたり、諦めるといった傾向がうかがえる。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は、対前年比で３か月連続で減少してお
り、有効求人数も７か月連続で減少している。

雇用
関連


